
ー 1 ー

クオリティの高い名刺印刷に
ひと目ぼれ。コストと
スピードで導入効果を実感。

カラーカードプリンター導入事例 × 仙台放送エンタープライズ

放送局のグループ企業として、広告業務や 
映像制作・イベント企画・運営などを幅広く手がける。

株式会社 仙台放送エンタープライズ [広告業]

名刺は外注印刷が当たり前。まして

従業員がそれほど多くない中堅企業

なら、印刷の内製化など考えにくい

だろう。ところが、仙台放送エンター

プライズでは、キヤノンカラーカード

プリンターによる名刺の社内印刷を

実現。導入してすぐに印刷のコスト

削減とスピード向上の恩恵を実感

している。

同社は仙台放送のグループ会社と

して、広告業務を中心に、テレビ

番組・テレビCM・ビデオの制作、イベ

ントの企画・運営などを手がける。

カラーカードプリンターの導入は

2014年6月。それ以前、名刺の印刷

は全て外注していたが、総務部部長

の斎藤宗一さんがキヤノンのショー

ルームを訪れた際に、カラーカード

プリンターの存在を知ったと言う。

「まず印刷クオリティの高さにびっくり

しました。そこで、名刺の印刷コストを

どのくらい減らせるかを計算してまた

驚きました」と、斎藤さんは振り返る。

同社の名刺印刷は年間約1万3千枚。

外注だと1枚当り23.8円のコストが

かかっていたが、カラーカードプリンター

ならインク・紙代込みで3.2円。機器

のリース代を差し引いても、年間約

15万円の印刷費が節約できること

がわかった。これなら初期投資も不要

で、すぐにコストメリットが実感できると

斎藤さんは考えたのだ。「それまで

名刺の社内印刷なんて考えたことも

ありませんでしたが、外注は割高だった

んですね。このプリンターとの出会い

がそこに気づかせてくれました」。

社内で名刺印刷という発想が大きなコスト削減を生んだ

外注では100枚当り2,380円かかって

いたコストが、カラーカードプリンター

導入後は320円にダウン。年間で換算

するとプリンターのリース代も含めて

約15万円のコスト削減となった。

これだけコスト削減できた。

株式会社 仙台放送エンタープライズ
総務部 部長  斎藤 宗一さん

外注印刷の名刺作成コスト　
100枚あたり 2,380円
社内印刷の名刺作成コスト　
100枚あたり 320円
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必要に応じて異なるパターンを用意して印刷。

キヤノンカラーカードプリンターはコンパクトで場所を取らない。

使い慣れたパソコンで名刺を簡単にレイアウト。

名刺は初対面の相手に、会社と

自分を印象づける大切なツール。

もちろんコストも大事だが、きれいな

仕上がりも見逃せない。そこで斎藤さん

は、従来の名刺とカラーカードプリンター

で印刷した同じサンプルを社員に

見比べてもらい、「全く違いがない、

むしろきれい」という意見を聞き出し、

自信を持って採用に踏み切ることが

できた。

導入後は付属の名刺作成ソフト

ImageCreateSEを使って、総務部

内で名刺をデザインしている。社員は

従来通り名刺の発注を総務部へ

依頼するが、違うところはその日の

うちに名刺を作成して手渡すことが

できること。それまでは発注から出来

上がりまで1週間かかっていたのだから

そのスピードに驚かれるのも無理は

ないだろう。「もうできたの ?!」という

声とともに、その仕上がりのきれいさ

にも満足してもらっている。

「手作りの名刺を直接手渡すことで、

社員とのつながりを改めて実感すると

ともに、この名刺が彼らのビジネスに

直接役立っていることに新たな達成

感を感じています」と、斎藤さんは言う。

手作りの名刺を手渡すことで、社員とのつながりを改めて実感

日常の名刺交換では、お渡しする

相手に合わせて、異なる名刺を用意

するのはよくあること。仙台放送

エンタープライズでも、裏面に“営業

案内”を付けたり、英文表記を入れ

たり、複数のパターンを用意している

が、外注だと100 枚単位でしか注文

できないので、バリエーションが増える

とコスト増になるし、使い切らない余分

な名刺も増えてしまう。しかし、カード

プリンターなら、名刺の種類が増えて

も必要な枚数だけ印刷できるので、

コストの心配も不要だし、名刺を捨てる

ムダも出ないというわけだ。

「このプリンターを使えば、時期に

合わせてタイムリーなメッセージを発信

することもできます。例えば、弊社で

企画したイベント名を名刺に刷りこんで

PRするなど、宣伝ツールとしての

活用も期待できます」と、カードプリンター

のさらなる利用アイデアを考えている

斎藤さん。今後は顔写真やイラスト

入りの名刺なども視野に入れている

とか。名刺という小さなカードに大きな

可能性を見出していこうとする斎藤さん

の想いとともに、カラーカードプリンター

が活躍する機会はますます多くなって

いくに違いない。

使い途に応じて、デザインバリエーションも増やしていきたい
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